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掲載（予定）テーマ

23

68企業実務　2020．　11

適
切
に
実
施
し
、
そ
の
過
程
で
作
成
し

た
資
料
等
を
証
拠
と
し
て
保
全
し
て
お

く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

規
程
作
成
に
あ
た
っ
て
の

留
意
点

●３⑴　

実
施
時
期
等
（
第
２
条
）

　

本
書
式
第
２
条
で
は
、
期
間
を
定

め
、
部
署
を
設
定
し
、
労
働
者
に
対
し

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
受
診
の
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

定
期
一
般
健
康
診
断
と
異
な
り
、
労

働
者
に
受
診
義
務
は
な
く
、
使
用
者
が

こ
れ
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
た
と
え
ば
、
実
施
時
期
を
定
期
一

般
健
康
診
断
と
同
時
期
に
す
る
こ
と
等

に
よ
り
、
労
働
者
が
こ
れ
を
併
せ
て
受

診
す
る
こ
と
を
促
す
こ
と
も
検
討
に
値

し
ま
す
（
こ
の
場
合
、
労
働
者
が
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
調
査
票
と
定
期
一
般

健
康
診
断
の
問
診
票
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
や
取
扱
い
の
違
い
を
認
識
で
き
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

⑵　

対
象
従
業
員
（
第
３
条
）

　

通
達
に
従
い
、
本
書
式
第
３
条
１
号

お
よ
び
２
号
の
要
件
を
満
た
す
労
働
者

を
対
象
従
業
員
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
通
達
に
よ
れ
ば
、
１
週
間
の

労
働
時
間
数
が
当
該
事
業
場
に
お
い
て

同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
通
常
の
労
働

者
の
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
数
の
４

分
の
３
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
で

あ
っ
て
も
、
本
書
式
第
３
条
１
号
の
要

件
に
該
当
し
、
１
週
間
の
労
働
時
間
数

員
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
、
派

遣
社
員
等
も
含
ま
れ
ま
す
。

意
義

●２
　

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
不
況
や
長

期
間
に
わ
た
る
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
影
響

に
よ
り
、
労
働
者
が
精
神
疾
患
に
か
か

る
お
そ
れ
は
高
く
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
主
な
目

的
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
未
然

防
止
等
に
あ
り
、
実
施
義
務
を
負
う
使

用
者
が
こ
れ
を
怠
っ
た
場
合
、
安
全
配

慮
義
務
違
反
と
な
る
リ
ス
ク
は
非
常
に

高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度

●１
　

常
時
使
用
す
る
労
働
者
が
50
人
以
上

で
あ
る
事
業
者
は
、
常
時
使
用
す
る
労

働
者
に
対
し
て
１
年
以
内
ご
と
に
１
回

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
申
し

出
の
あ
っ
た
高
ス
ト
レ
ス
者
に
対
し
て

医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
行
な
う
と
と

も
に
、
就
業
上
の
措
置
に
つ
い
て
医
師

の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
を
勘
案
し

て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
（
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
）
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
（
常
時
使
用
す
る
労
働
者

が
50
人
未
満
の
事
業
者
は
、
努
力
義
務

を
負
う
に
留
ま
り
ま
す
）。
な
お
、
常

時
使
用
す
る
労
働
者
に
は
、
契
約
社 ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
実
施
規
程

８月号　休業労使協定書
９月号　計画年休に関する労使協定
10月号　�育児・介護のための所定外労働の免除・所定労働

時間の短縮措置の適用除外協定
11月号　ストレスチェック制度実施規程
12月号　車両（マイカー）管理規程

黒
　
田
　
雄
　
太

弁
護
士
田
　
村
　
裕
一
郎

弁
護
士

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤

務
）
が
普
及
す
る
な
か
、
テ
レ
ワ
ー
ク
う
つ
な
ど

の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
実
施
規
程
を
作
成

す
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
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が
、
当
該
事
業
場
に
お
い
て
同
種
の
業

務
に
従
事
す
る
通
常
の
労
働
者
の
１
週

間
の
所
定
労
働
時
間
数
の
お
お
む
ね
２

分
の
１
以
上
で
あ
る
者
に
対
し
て
は
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
実
施
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶　

結
果
の
通
知
お
よ
び
結
果
の
提
供

の
同
意
（
第
４
条
）

　

使
用
者
が
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結

果
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
は
、
労
働

者
の
書
面
ま
た
は
電
磁
的
記
録
に
よ
る

同
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
の
提
供
を
労
働

者
が
拒
ん
だ
場
合
、
使
用
者
は
結
果
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

裁
判
実
務
上
、
精
神
的
健
康
に
関
す
る

情
報
に
つ
い
て
労
働
者
か
ら
の
申
告
が

な
く
て
も
、
使
用
者
は
、
そ
の
健
康
に

関
わ
る
労
働
環
境
等
に
十
分
な
注
意
を

払
う
べ
き
安
全
配
慮
義
務
を
負
う
、
と

考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
（
最
二
小
判
平

成
26
年
３
月
24
日
「
東
芝
事
件
」）、
た

と
え
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
の

提
供
を
受
け
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
当

該
労
働
者
に
対
す
る
使
用
者
の
安
全
配

慮
義
務
が
免
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
す
。

⑷　

面
接
指
導
（
第
５
条
）

　

検
査
の
結
果
、
心
理
的
な
負
担
の
程

度
が
高
く
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
と
当
該
医
師
等
が

認
め
た
者
か
ら
、
検
査
結
果
の
通
知
を

受
け
た
後
遅
滞
な
く
面
接
指
導
を
希
望

す
る
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

使
用
者
は
、
当
該
申
し
出
を
し
た
労
働

者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
面
接
指
導
を
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
面
接
指
導
の
申
し
出
を
し
た

こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
益
な
取
扱
い

（
解
雇
等
）
を
行
な
う
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
す
。

⑸　

面
接
指
導
結
果
に
基
づ
く
就
業
上

の
措
置
の
決
定
等
（
第
６
条
）

　

面
談
指
導
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該

労
働
者
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
に
つ
い
て
、
使
用
者
は
、
医

師
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

か
つ
、
医
師
の
意
見
を
勘
案
し
、
そ
の

必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該

労
働
者
の
実
情
を
考
慮
し
て
、
就
業
場

所
の
変
更
や
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
の

措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
留
意
点

●４
　

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
簡
易

な
も
の
に
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に

は
、
厚
労
省
が
公
表
し
て
い
る
「
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
実
施
規
程
例
」
等

を
参
考
に
し
つ
つ
、
事
業
場
の
事
情
に

即
し
た
制
度
を
設
計
す
べ
き
で
す
。�

●▲

■ストレスチェック制度実施規程例

ストレスチェック制度実施規程

（目的）
第１条�　この規程は、ストレスチェック制度について定める。
（実施時期および担当者等）
第�２条　ストレスチェック制度は、毎年○月から○月において、○週間の
期間を部署ごとに設定し、希望する従業員に対して行なう。
２�　ストレスチェック制度の担当者、実施者、実施事務従事者、面接指導
の実施者等については別紙のとおり定める。

（対象従業員）
第３条�　ストレスチェック制度の対象者は、次の要件を満たす者とする。
　①�　期間の定めのない労働契約により使用される者（期間の定めのある
労働契約により使用される者であって、⑴当該契約の契約期間が１年
以上である者ならびに⑵契約更新により１年以上使用されることが予
定されている者および１年以上引き続き使用されている者を含む）で
あること

　②�　その者の１週間の労働時間数が当該事業場において同種の業務に従
事する通常の労働者の１週間の所定労働時間数の４分の３以上である
こと

（結果の通知および結果の提供の同意）
第�４条　ストレスチェックの結果は、実施者から従業員に書面または電子
メールにより速やかに通知する。
２�　会社は、ストレスチェックの結果を会社に提供する同意について、従
業員から書面または電子メールにより、前項の通知後に得るものとす
る。

（面接指導）
第�５条　ストレスチェックの結果、医師の面接指導を受ける必要があると
判定された従業員が、医師の面接指導を希望する場合、会社は医師によ
る面接指導を実施する。

（面接指導結果に基づく就業上の措置の決定等）
第�６条　会社は、面接指導の結果、医師から就業上の措置が必要との意見が
示された場合、人事異動を含めた就業上の措置を実施することがある。

� 以上

た
む
ら
　
ゆ
う
い
ち
ろ
う
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
。
弁
護
士
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
。
第
一
東
京
弁
護
士
会
（
元
）
労
働
法
制
委
員
会
委
員
。

く
ろ
だ
　
ゆ
う
た
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
。
弁
護
士
。


